
提

出

者

中

林

よ

し

子

平
成
十
五
年
七
月
二
十
八
日
提
出

質

問

第

一

五

二

号

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
な
ど
鉄
道
事
業
者
が
設
置
す
る
ト
イ
レ
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
な
ど
鉄
道
事
業
者
が
設
置
す
る
ト
イ
レ
に
関
す
る
質
問
主
意
書

昨
年
十
月
、
西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
岡
山
支
社
管
内
の
Ｊ
Ｒ
西
大
寺
駅
で
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

工
事
に
あ
わ
せ
て
、
約
二
メ
ー
ト
ル
の
壁
を
設
け
、
こ
れ
ま
で
は
改
札
の
外
か
ら
も
ト
イ
レ
を
使
え
て
い
た
も
の
を
、
改
札
の

内
側
か
ら
し
か
使
え
な
い
よ
う
に
し
た
。
利
用
者
や
地
域
住
民
か
ら
の
声
が
相
次
ぎ
混
乱
し
た
た
め
、
「
鉄
道
を
ご
利
用
の
お

客
様
以
外
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
」
と
い
う
張
り
紙
を
一
時
掲
示
す
る
な
ど
、
岡
山
市
西
大
寺
地
区
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る

駅
前
広
場
を
訪
れ
る
観
光
客
や
、
駅
を
待
ち
合
わ
せ
に
利
用
す
る
人
な
ど
駅
利
用
者
の
ト
イ
レ
利
用
を
排
除
す
る
姿
勢
さ
え
示

し
た
。

ま
た
、
現
在
も
、
改
札
の
外
側
の
待
合
室
で
列
車
の
到
着
を
待
つ
人
や
、
駅
に
到
着
後
改
札
を
く
ぐ
っ
た
人
な
ど
鉄
道
利
用

者
で
す
ら
、
自
由
に
ト
イ
レ
を
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
Ｊ
Ｒ
西
大
寺
駅
を
利
用
す
る

近
隣
の
養
護
学
校
や
作
業
所
に
通
う
障
害
者
が
、
改
札
を
出
た
ら
ト
イ
レ
に
行
け
な
い
こ
と
が
理
解
で
き
ず
、
パ
ニ
ッ
ク
に

な
っ
た
り
失
禁
を
し
た
り
と
い
う
こ
と
も
起
こ
っ
て
お
り
、
障
害
者
の
た
め
の
ト
イ
レ
改
修
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
結
果
と
し

て
障
害
児
・
者
の
人
権
を
侵
害
し
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
。

現
代
に
お
い
て
、
鉄
道
の
駅
は
単
に
鉄
道
利
用
者
だ
け
が
利
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
駅
を
基
点
と
す
る
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な

一



ど
の
他
の
公
共
交
通
機
関
の
利
用
者
が
利
用
し
、
ま
た
待
ち
合
わ
せ
場
所
と
し
て
の
利
用
な
ど
、
ま
ち
の
中
心
と
し
て
多
様
な

駅
利
用
者
が
集
ま
る
公
共
的
機
能
を
有
す
る
。
鉄
道
事
業
者
が
鉄
道
利
用
者
に
対
し
て
ト
イ
レ
を
提
供
す
る
こ
と
は
当
然
と
し

て
、
駅
利
用
者
が
駅
の
ト
イ
レ
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
公
共
交
通
機
関
た
る
鉄
道
事
業
者
と
し
て
当
然
の
責
務

で
あ
る
。

今
後
、
西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
を
は
じ
め
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
が
、
駅
の
公
共
的
機
能
を
無
視
し
、
駅
利
用
者
を
事
実
上
駅

利
用
か
ら
排
除
す
る
姿
勢
を
と
り
続
け
る
な
ら
ば
、
我
が
国
の
基
幹
的
交
通
機
関
た
る
公
共
性
が
守
れ
な
い
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
の
障
害
に
な
り
か
ね
な
い
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

政
府
は
、
ま
ち
の
中
心
と
し
て
多
く
の
地
域
住
民
が
利
用
す
る
駅
の
公
共
的
機
能
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。
ま

た
、
駅
の
ト
イ
レ
の
あ
り
方
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

二

�

鉄
道
事
業
者
は
鉄
道
利
用
者
等
や
地
方
自
治
体
の
要
望
な
ど
必
要
に
応
じ
て
駅
に
ト
イ
レ
を
設
置
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

鉄
道
事
業
者
は
改
札
の
内
側
に
い
る
か
、
外
側
に
い
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
鉄
道
利
用
者
に
対
し
て
ト
イ
レ
を
提
供
す

二



る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
現
に
鉄
道
を
利
用
し
た
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
潜
在
的
な
鉄
道
利
用
者
で
あ
る
駅
利
用
者

に
対
し
て
も
ト
イ
レ
を
提
供
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

Ｊ
Ｒ
西
大
寺
駅
の
よ
う
に
、
改
札
の
外
に
出
れ
ば
、
利
用
で
き
な
い
駅
の
ト
イ
レ
は
数
多
く
存
在
す
る
。
改
札
の
外

に
出
て
し
ま
っ
た
鉄
道
利
用
者
、
駅
利
用
者
が
気
軽
に
ト
イ
レ
が
利
用
で
き
る
為
の
対
策
を
講
じ
る
よ
う
鉄
道
事
業
者

を
指
導
す
る
考
え
は
な
い
か
。

三

政
府
は
、
ト
イ
レ
な
ど
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
る
た
め
、
鉄
道
事
業
者
に
対
し
て
補
助
を
出
し
て
工
事
を
促
進
し

て
い
る
が
、
ト
イ
レ
も
含
め
て
駅
が
公
共
的
機
能
を
有
す
る
た
め
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

四

バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
施
行
後
、
ト
イ
レ
を
改
札
の
外
か
ら
利
用
で
き
な
く
し
た
駅
は
い
く
つ
あ
る
か
。
ま
た
、
そ
の
う
ち
、

駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
促
進
す
る
た
め
の
国
の
補
助
事
業
や
地
方
自
治
体
の
補
助
に
よ
っ
て
、
行
わ
れ
た
も
の
は
い
く
つ

あ
る
か
。
鉄
道
事
業
者
ご
と
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

�

ト
イ
レ
な
ど
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事
を
行
う
場
合
、
駅
の
利
用
状
況
、
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
の
駅
の
位
置
づ
け

等
に
照
し
て
真
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
効
果
が
上
が
り
利
用
者
に
と
っ
て
使
い
や
す
い
も
の
と
な
る
よ
う
、
国
や
地
方

自
治
体
、
当
該
駅
の
利
用
者
で
あ
る
自
治
会
を
は
じ
め
と
す
る
地
元
住
民
、
近
隣
の
学
校
、
各
種
団
体
等
と
十
分
協
議

三



を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は
い
か
が
か
。

�

当
該
工
事
が
、
国
の
補
助
事
業
等
に
よ
る
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
な
協
議
は
当
然
に
行
わ
れ
、
地
方
自
治
体
、
地
元

住
民
等
の
意
向
を
十
分
反
映
し
た
事
業
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は
い
か
が
か
。

�

Ｊ
Ｒ
西
大
寺
駅
の
国
の
補
助
に
よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事
は
、
住
民
と
全
く
協
議
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
多
く
の

住
民
に
と
っ
て
不
本
意
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
住
民
と
協
議
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
、
混
乱
が
生
じ
て
い
る
事
態
に
つ

い
て
、
政
府
は
、
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

六

�

ト
イ
レ
な
ど
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事
の
終
了
後
に
地
方
自
治
体
や
地
元
住
民
等
か
ら
改
善
の
要
望
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
工
事
の
一
部
や
り
直
し
も
含
め
、
す
み
や
か
且
つ
誠
実
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解

は
い
か
が
か
。
国
の
補
助
事
業
等
に
よ
る
場
合
は
、
国
・
地
方
自
治
体
も
含
め
て
、
そ
の
よ
う
な
対
応
が
、
一
層
強
く

求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は
い
か
が
か
。

�

Ｊ
Ｒ
西
大
寺
駅
で
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事
後
、
ト
イ
レ
を
改
札
の
外
側
か
ら
利
用
で
き
な
く
す
る
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
、
岡
山
市
は
市
議
会
で
改
善
の
指
導
を
す
る
旨
答
弁
し
、
実
際
に
、
岡
山
市
西
大
寺
支
所
が
口
頭
で
申
し
入

れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
元
住
民
か
ら
の
反
発
も
強
く
、
口
頭
で
の
抗
議
だ
け
で
な
く
、
西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
に

四



対
す
る
要
請
署
名
な
ど
も
取
り
組
ま
れ
、
短
時
間
に
千
筆
近
い
署
名
が
集
ま
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
西
大
寺
駅
前
広
場
が
地

域
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
、
観
光
客
が
駅
前
広
場
唯
一
の
ト
イ
レ
で
あ
っ
た
Ｊ
Ｒ
西
大
寺
駅
の
ト
イ
レ
が
利
用
で
き
な
い

こ
と
の
混
乱
も
広
が
っ
て
い
る
。
政
府
は
、
岡
山
市
や
地
元
住
民
等
の
意
向
を
ふ
ま
え
、
西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

に
対
し
て
改
善
の
指
導
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

五


